
交渉の 議事要 旨

出 席 者
配付された

謀所等名 関 催 日 時 開催場所 軍量 題 発 言 概 要
文 書 等

当 局 側 聡 員 団 体 側

oa民場団体側から
聡状況を適切に犯湿して、超過勤務の縮減に向け

全北海道関発局労働組合室蘭支部
た取組を進めてもらいたい．

経理銀
経理・契豹分会 0本当采局側から

課長 内護 事量昭
執行委員長 和回友佳 、業務lま勤務時間内で処理することが望ましい

経 理 課 平成26年9月17日（水〉 室蘭開発達訟都
課長繍佐長尾敦史

書飽長 市戸店美子 当課における超過勤務の節減 と考えるが、業務の性質や時期によってl立、超過勤務 なし
契 約 楳 1 7・30～17:52 (22分間〉 1階中会議室

契約課
執行委員 舘秀光 について が避けられない渇合がある．今後とも、 耳韓民の健康に

課長 臼井 種晃
竜丸行委員 佐藤伸一 十分配慮しつつ、きめ細かな業務の進行管理に努め、
執行委員 贋重量希 超過勤務の鎗滅を図っていきたい．
執行委員 織田 康人

oa員団体側から
今後も超過勤務の自由量産に努めてもらいたい．

0当局側から

全北海道関発局労働組合室蘭支部
超過勤務の縮減に向けて、当局としては..場の超
過勤務の実怒等を踏まえ、 業務運営の一層の簡素・効

用 地 際
平成26年9月30日 t火｝ 室蘭開発建設邸

用地謀長梅山 実
用地分会 当課における超過勤理事の縮減

率化を図り、業務の円滑な進行管理に努めてきたとこ なし
1 6 3 0～1 6・36 (6分間） 3階会謹室 敏行委員長エ蕗淳失 について

ろである．また、超過動積を命ずる治合Iま駿員の健康
魯院長 矢野積博

を奮しないように考慮しているとこるであり、今後も
この点に十分配慮するとともに、きめ細かな寮務の進
行管理に努めていきたい．

0.1:1員団体側から
超過勤務の縮減について、どのような考えで取り組
んでいるのか．また、特定の者に超過勤務が偏ってい
る状況も見られることから、縮減により一層努力して
もらいたい．

全北海道開発局労働組合室蘭支部 O当局側から
平成26年8月7日（本｝ 室蘭鮪発建段都 ．

管理分会
当篠における超過勤務の縮減 超過勤務の総議については、聡場の超過勤務の実態

公物管理謀
1 7マ30-17・55 (2 5分間〉 3階会議室

公物管理銀長加益事E道 執行委員長 木下靖久
について 等を踏まえ、業務運営のー屠の簡素・効率化を図り、

なし
書飽長 擁市健太郎

業務の円滑な進行管理を行うとともに、遺体日及び体
執行委員 筒弁剛官E

白出動の縮滅、定時退庁日における定時退庁の励行な
どに努めてきたところである．また、超過勤務を命ず
る場合には.Cl員の健康を害しないように考慮してい
るところであり‘今後とも、この点に十分配慮すると
ともに、きめ細かな業務の進行管理に努めていきた
L、．

0聡員団体側から
長時間に及ぶ超過勤務を行っている尊員がいること
から、超過勘務の縮減を求める．

、

全北海道開発局労働組合室蘭支飾
0当局側から

苫小牧河川Z事務所 業務運営の一層の簡素・効率化を図り、 業務の円滑
苫 小牧 河川事積所

平成26年8月19日（火〉 苫小牧河川事務所
所長 伊ji 領期

苫小牧河川分会 当事務所における超過勤務の
な進行管理を行うとともに、やむを得ず週休日及び休 なし1 7: 2 0～17:25(5分間〉 会議室

総務線長逢見理幸
執行委員長岩国清徳 縮減について

自に勤務を命じる場合は蟹管制度や代休制度を活用す
書犯長 森 崇志

るほか、定時退庁自における定時退庁の励行など、超
通勤務の縮減に努めていきたい．また、超過勤務を命
ずる場合には、聡員の健康を害しないように考慮して
いるところであり、今後とも、 この点に十分配慮する
とともに、 業務の進行管理にも一層努めていきない．



交渉の議事要旨

出 席 者
配付された

謀所等 名 関 催 自 時 開催場所 E量 鐙 雪E 宮 a 要
文 書 等

当 烏 側 事 員 団 体 側

oa員団体側から
特定の者が慢性的に超過勤務を行っていることか
ら、適正な業務配分や更なる超過勤務の縮減に取り組
んでもらいたい．

苫小牧港湾事務所 全北海道開発局労働組合室蘭支部 0当局側から

苫小牧港湾事務所
平成26年B月28日（木｝ 苫小紋港湾事務所 所長 盛田泰寛 苫小技港分会 当事務所における超過勤務の 当事務所としては、’草場の超過勤務の実態等を路ま

なし, 3・30-13:40(10分間） 入札室 副 所長 石井影 執行委員長 酋多 査事代 縮減について え、業務運営の一層の簡素・効率化を図り、業務の円
a葱課長猪本暦 書記長 －~量般人 滑な進行管理を行うとともに、週休日及び休日出動の

縮減、定時退庁臼における定時退庁の励行などに努め
て曹たところである．今後も、特定の聡員に過度な負
担がかからないよう十分配慮するとともに、きめ細か
な裳務の進行管理に努めていきたい．


